
2023年11月18日に 神戸大学医学部神緑会館で行われた
第34回 日本老年医学会 近畿地方会 シンポジウムで、
当院の慢性心不全に対する多職種連携の取り組みに関しての
教育講演を行いました。

学 会 報 告

高齢化に伴い心不全患者数は急激な増加が予想されています。この心不全パンデミックは
喫緊の重要な医療課題です。日本の人口は減少のフェーズにありますが、一方で独居世帯
は急速に増加しています。独居や社会的孤立等の社会的ストレスは、心臓病のリスクで
あることがわかってきました。
今回のシンポジウムでは、当院で慢性心不全の患者さんに対する取り組むを紹介し、
今後の展望についてお話し致しました。多くの方々から、さまざまの意見を拝聴すること
ができ、とても有意義な会でありました。

シンポジウム座長
永田正男先生 （後列 右）
竹中かおり先生（前列 右）

演者
兵庫医科大学 高橋敬子先生（前列 左）
三和クリック 豊國剛大先生（後列 左）
井上（後列 中央）

神戸海星病院 理事長 井上信孝
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